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 しらす干しは，骨ごと摂食できる代表的な小魚加

工食品の一種である．しらす干しには，カルシウム

が豊富に含まれているが，小魚由来のカルシウムを

有効利用する方法に関しては，十分に検討されてい

ない． 

 一方，スダチは，柑橘類の一種であり，徳島県内

では，スダチ果汁をしらす干しにかける伝統的な食

習慣が現存している．我々は，in vitroにおいて，ス

ダチ果汁の添加により，しらす干しからのカルシウ

ムの可溶化が促進されることを既に報告している． 

 そこで，本研究では，ラットにおけるカルシウム，

マグネシウムおよびリンの吸収ならびに骨代謝に及

ぼすスダチ果汁の影響を検討した． 

 まず，すべての雄性 SD ラットを低カルシウムお

よび低リン飼料で 14日間飼育した後，各群に分けて

スダチ果汁を 20％（S20）もしくは 40％（S40）添加

したしらす干し乾燥粉末を混ぜた飼料で14日間飼育
した．なお，スダチ果汁の代わりに蒸留水を添加し

たしらす干し乾燥粉末を混ぜた飼料（C）を対照とし

て投与した．しらす干しからのカルシウム，マグネ

シウムおよびリンの見かけの吸収率および体内保留

率を測定するとともに，骨形成マーカー（血清オス

テオカルシン）および骨吸収マーカー（尿中ピリジ

ノリンおよび尿中デオキシピリジノリン）を測定し

た． 

 その結果，S20 群におけるカルシウムおよびマグ

ネシウムの見かけの吸収率は，C 群および S40 群に

比べて有意に高いことが分かった．さらに，S20 群

におけるカルシウムの体内保留率は，C 群に比べて

有意に高値を示した．血清オステオカルシン濃度は，

各群間に有意な変化は認められなかったが，S40 群

における尿中ピリジノリンおよび尿中デオキシピリ

ジノリン濃度は，C 群および S20 群に比べて有意に

低値を示した． 

 以上の結果より，しらす干しへのスダチ果汁の添

加は，ラットにおいてカルシウムおよびマグネシウ

ムの吸収を促進させるとともに，骨吸収の抑制に有

効であることが示唆された．
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